






あ と が き

この ｢絞体金属の物性と構造に関する研究討論会 ｣は内外における液体金属

研究熱の急速な'高ま り背景に,国内E･TLおけるこの分野の研 究者が比較的相互連

絡のないままにある実情を憂えて催 された国内最初の試みであったO目的が上

記の よ うなものであ 1たため,全体として総花的印象を免れなか ったが･,外人

1名を含む 100名以上の参加を得て, 2日間にわたる熱心な討論がな され た

事は世 話人一 同喜びに耐えない｡懇談会の席で,このような会を続行すること

が確認 されたが,少 しテーマを しは った形や討論がなされるならばも-'と有益

なものになるのではあるまいかO

尚,このS/ンポジウムが京都で開催された統計力学国際会辞 と時期的に接近

しすぎて,多 くの方々をこ御迷惑をかけた点,申訳なく思 ってお りますO 又,こ

のS/ンポジウムが 日永金属学会第第 Ⅰ, Ⅱ総合分科の主催, 日永金属学会東北

支部の御後援 の下に開催されたことを付 記し,感謝の憲QTL代 えたいと思います｡
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鴇 ,i( 板

｢物性研究｣懸賞論文締切b延長

についてのお知 らせ

物 性 研 究 編 集 部

｢物性研究 ｣編集部では,閏和 44年 4月号～9月号 の 6刊Qt掲載の論封筒

学術論文 であるか否かの如何を問わず )を対象に.優秀 なものに.鴬を出す計画

を してお りましたが (太誌 5月号参照 ).応募論文数が少か ったので募集期

間孝ノあと 6ケ月延長することC,=決 定いたしましたO すなわち. A4年 10･月号

～45年 51月号揖輩の もの (45年 2月 20日までに.編 集部に到着のもの )

もこの対象QrLI含まれ ることにな り, 45年 5月以後に.一年分を一括 して審査

するこ.とにな りましたO

慮喪論文募鄭 こ至 ったいきさつ及び募集の精神については. 5月号の募集要

項中に.簡厳にふれま したが..既成 のわ くや｡｢物性物理学孝′如何 かこ発展させる

べきか ｣とい うタイ ト/レには拘束 されずに 自由にお考え下 きい｡

物性物理学 とい う学問 自体, 曲 り角に来ているといわれ 出 してか ら,かれ こ

れ十年近 くにもなりますが. 曲り角を曲 り切れずに今も って うろ うろ している

とい うolが現状のよ うな気が しますO-体曲るべき曲り角な どとい うものが存

在するのか,それ ともこのまま泥 沼か ら抜け きれず.. いたず らにテクニカ/レな

巨大化 精密化 .一層の細分化を追い..学問永年のも六 ロマンな どとはおよそ

縁のないものとな り果てるべ き運命をこあるものなのか｡ 物 性を専攻する者 とし

て一皮は こうい う問題を寅剣(,-C考えてみたことの率い人間はない と思います.

これは,昨年来の学園斗争 を通 して問われて来た大学 とは何か,学問は如何

にあるべ きか とい う, よ り根源的な問題と.太質を同じくするもの であると思

います.学問の姿.研究体剤 の問題,研究者の姿勢を,物性物理学とい う,戟

々が たまたまその専門 とする ことに.Vな ったひ とつの分野を通 しで, この分野の

現段 階かこ於 る上 記の ような特質と合わせ分析 して.いきたいとい うのが我々の希

望で す｡

したが って,物性物理学の中の 小さな分野に とらわれず, よ り広い見地か ら

の発言を期待 しますO叉,物性研 究者以外の方々か らの投稿 も歓迎 します O

-559-



プレプ リン ト案内

〔東大久保研〕

5. E-.lB二Haleand_fi.L.Mie恥er 丑lectrOrj-NuclearI)ouble
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5･ E･B･玉aleand_五･L･MieherShallow DonorElectrons
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-･･-Ⅰ.-Hyperfine =nteTae.tionSfrom ENDO良 Measurements
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ll.

L StaticCase

質.Nakanoand.H.Kimura Q,ua云.tum 古ta,tistica.1-Mec王lani-
/■ヽ■′

Cal Theory ofOptical Activlty
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19. fluzihiroAraki Gibbsr､Sta.te8 0fa One･｡imensiona,i

&uantum Lattice
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rema,i ElユClid_ean =nvariant States
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26. R.M.Pick and_M.冒.Cohen and_玉･班.Martin MicTOS-

cO玉)ie TheOY.y OfForce ConLqtantLq in T･he Adiabatic

阜pPrOXlmation

26. CouTa,nt =nst. ofMathematical Sciences,N.Y.Univ.

Com玉)reSSic.ln Of an Axially SymmetricPlasma･･witユ1NOn-

=sotrc)plcPT.assure

26b K.Maki Hall Effect in Dirty Type ⅡSupercond･uctOT'8

26. R.E.Ha†､twig and_M.E･FisheY' Asym王)to℃icBehavior

of Toe litzMatTiceLSand.Det∈=(minants

26. M.Baur,J.R.JcTd_an,P.C.Jord.an,and J.E･MayeT

Towa,rcisa Theo of Linear None uilibrilnm Statistical

Mechanics

〔東北大.工,応物,桂〕

1) cc)liれ J.ThOmpSOr],AmOld J･F･Siegert and･David.J･

Vezzetti,On もhe Lsing Mod.el with LongRange Znもera-

ction !ト

2)lM.Fever,M.A.MOOT'eand_Michael WOrtis

The) Scalilnlg FormL｡fthe Spin-Spin Correlation Fur〕eti-

on of theThree-Dim亡きnsional =singFerromagnetal〕Ove

theCurie Temperature

烹) 班.Ta.kahashi

Ma･gnetizaticJn Curve for tinehalf-filled_Hut)I)ard.mod_e1

4) B.Chu,F.J.Schoenes and_M..I.Fisher

Light Scattering and,Psu･ed･O-S‡)inod.alCllrVeS;The=80-

℃utyricAcid.-Water System in もhe CriticaJIRegion

5)Masuo Suzuki

SingulaT･ity ofNonlinearResponse near the Critical

Field..

1.---StaticCase一一一
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6)R.H.Knapp,Jr▲and･D･ter王iaa･T

A O･Teen function approach to the para抑agneticPhase
/
ofa.Heisenberg ferromagnet
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a･nd･PaulR･SievertMagnetic Field･analTemperature

D.epend･ence oftheSusceptit)ility andElectron Spin

DenBity
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S.a.WhittingもOn andJ.P.Valleau

Figure-Eight80n theLsq_uareLattic(ラ.IEm_mere._Lion and.

Nor]teCa,floEstimation

A.Muriel

血 Exactly SolvableQ甘antunSystem

〔九大 ･物性理論研究室 (蘇,川略,都築 ) ＼

Prep正n七
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ry and.S乞a,tical MecYla′nics t65
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R･B.Griffith8-Ferromagneticflea･t Capacity inan

External MagneticField,near the G.riticalPoint
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theMagnonAssembly
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編 集 後 記

比 の号が手元に届 く頃は秋めいた涼 しい気候 にな ってい呑で しょうO恒例の

開集会質は猛暑の中といって もクーラーのある部屋で行われたのですか ら平生

とそれほ ど変 る筈はないと思 うのですが,汗のかわ く間もな く難 問の続出で悩

まされますO 編集部としては色々と企画を してみるのですが.実行段 階で い1

も行詰るのは果 して読者の協力が得られるだ ろ うか とい う事です｡今度締切期

日をのは した懸賞論 文募集もその一つO熱心に授精下さる方 もあ りますがB非

常に限 られてお りその精神が十分生か されているとは言い難いと思います｡時

かこは編集部の独走とみ られる事をや ってみ ま したが..それに対する単なる非荊

さえきかれませんO｢物性研 究 ｣創刊初期に目ぎ した研 究の速報的 な性格は後退

し..従であ -'た研究者間の情報交換連絡の面が最近強 くな っていますO しか も

掲戟する情報も手をこまねいていては集ま らない,意誠的に依頼せねばな らな

い｡ このあたりまで来ると編集部内でも議論百出でまとまらない こともあ りま

す｡ ( T .K.)

物 性 研

貴 12巻 6号

79('9年 9月 20日発行

釈

発行人 松 田 博 嗣

京都 市 左京 区 北 白川

京都大学基礎物理学研究所

印刷所 昭 和 望 印 刷 所

京都市上京区上長者町通室町商人

TEL(京都)441-1659

発行所 物性研究刊行会

京都市左京区岡崎徳成町 11

有限会社 双 葉 社 内
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アンケート

町あなたは ｢基研｣を知っていますか ?"

京大 基研 物性グループ

京都大学基礎物理学研究所 (以下基研 と略記する)は.昭和28年創立以来､わが国最初の共同利用研究所として

ユニークな役割を果して来た｡然しながら､最近ややもすれば､利用状況が一部の限られた研究者や研究分野に固定

化される傾向が現われてきたように思われるOそもそも創立以来十六年ともなれば､その発足当時の状況がたとえ如

何に理想的であっても､幾多の弊害があらわれるのは当然で､基研もこの例にもれないものと考えられ る｡

前々回及び前回の基新研究部員会議の物性艶係部員のインフォーマル ･ミーティングに於て､研究部員の顔ぶれ及

びその専門分野に固定化のみられることが指摘され､,選挙制度に欠陥があるのではないかということが議論さ′れたO

基研の研究部員は､物性 グループを選挙毎体として選出された代議貞 (物性百人委員会)から選ばれているが､物性

グJv-プのメンバ-及びそこから選ばれた盲人委員には､実験関係者が約半数以上を占めている.一方､基研の利用

者及びそこで開催される研究会は､その殆んどが理論関係であるという基所の特質をかんがみるとき､上記の様な選

挙方法が必ずしも適切であるとはいえないように思われ る｡

上に指摘された問掛 ま単に選挙制度の手直しといった､テク.ニカJVな方法で解決のつ くことであろ うか?

このような問題が生じた原因は､より深いところに橿ぎしている｡現在日本の研究体制の矛盾の壬 く一端のみが､

我々め目にふれているにすぎないと考えられ る｡例えは学問の細分化､全体的展望の喪失は､物性物塵学とい･5学問

自体の特性ともあいまって､論文の過当な生産競争､廠烈な業揖主義､更には､予算の重点配分による学問の中央集

中化等を生み出している｡ 此等のことが､例えは､基所や物性研の利用者が､あるルートに乗った t協 のあたる場静 "

の入鹿に限られているとか､ーノ既成の学問分野からはみ出した境界領域､の芽が出に くいとか､いわゆる地方大学 (この

場合､必ずしも地観的に地方にある大学という鍵釈でな くてよい)Lの研究者が冷遇苧れているとか.,公募制による就

職が必ずしもフェアな基盤の上で行なわれていないとか､若手にエネルギ丁が感じられない等の間静 と粥適 して､尚

一層の学問の腐敗､研究者の堕落を籍果していると考えられる｡

勿論､これらの矛盾は､研究体制そのものの中で ､Self-consistentに解消され うるものではなく､その根源

に横たわるより本質的な原因を､我々はつきとめなければならない｡このような大きな問題を前に､V我々は､現研究
ら

体制の中のひとつである共同利用研究所の問題ととり組み､そこから､隠された矛盾をひき出す手がか りとしたいと

考えている｡

抜上のような我々の意図をお汲みいただき､下記のアンケー トにお琴え下さいますよう､お顔い申し上げます｡尚

このアンケー トの結果を次回の研究部員会議 (11月_F旬の予定)に於搾 る討議の資料にしたいと考えています｡

このアンケーtは､物性研究者 (物性グ'JV-プ名簿に萱轟されている研究者)を中心に､生物物理的係の研究者等

にお配 りいたします｡

10月10日までに､ ｢基礎物理学研究所 共同利用事務室｣宛お送 り下さい｡封筒の表に､ ｢基研に的するアン

ケー ト解答在中｣と朱記して下さい｡

(質問の中で､分 りにくいもの､答えられないもの等がありましたら､その部分はとはして､御解答下さって鑑梅

です｡)
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質 問 内 容

l 共同利用研究所 (以下共同利用厨 と略記)に関 して

1 今までに ｢共同利用研｣ とい うごとほを聞いたことがあ りますかO

① Yes

④ No

2 ｢共同利用新｣に対してどのようなイメージをお持ちですか｡ (｢共同利用研｣の定義､あ机 ､は､あなたの

過去及び現在に於け る r共同利用析｣に関する知識をお書 き下さい｡)一

5 物性物#.学に熟達のある ｢共同利用新｣としては､どの ようなものがあるか商存知ですか? (具体的に名称を

上げて下さいO)

4 共同利用研に関す る情報が､全国の研究者樗良 く行きわたってい ると思いますかO

① 相当に良 くいきわたってい る｡

⑧ あま り良いとはいえない｡

⑨ お るい｡

④ その他｡

(情報が良くいきわたってV､ないと思 う場合､ どの榛にすれば改善されると思われますか?)

5 現存の物性閑保の ｢共同利用研｣の現状をどの ようにお考えですか?

占 ｢共同利用研｣は存在主義があるとお考えですか?

① YGs ② NO

(Yes,No,いずれの場合 も具体的な意見､ あるべき姿等をお書き下 さい｡ 現在の物性物理学の研究体制に

対する激 評とも合わせてお書 き下挙れば幸いです｡)

貰 基聡物理学研究所について

1 あなたは基研を覇存知ですか ?

① YE-S

Q No

2 あなたは､これまで基研を利用 したことがありますか?

q) yES

@ No

yesの歩合

㊥ 研究会等に出席｡

㊤ 新発所員 と共同研究をしたO

⑥ モ レキュール塾研究に参加.

◎ ア Tム塾研究員 として滞在O

⑥ その他 (具体的にお蓄き下さいB)

5 2の質問と開起 しますが､基新の共同利用 として､ア トム型耕究員 ､,モレキ3.- JV型研究､短期研究会､お よ

び長期研究会の4つの方式が此迄行なわれていませG

a) あなたは､これらの制度の具体的な内容､利用す る際の手簡きなどを

① よ く知 ってい る｡

④ 多少は知ってい る｡

③ 内容は知 ってい るが､具体的な手続きがわからないo

④ きいたことはあ るが､よく知 らないo

㊥ 全 く聞いたことがないO



I)) これらの制度が一般に

① lよく知られていると思 う｡

② あま り知られていない と思 う｡

③ 殆んど知られていない と思 う.｡

④ わからない｡

C) これらの制度の知られ方が､中央大学 と地方大学で

㊨-著 し ぐちが うと思 う｡

㊥ ややもが うと思 う｡

㊥,ちがわないと思 う｡

④ わからない｡

a)衰研究墓においてほ

しばしは利用する 時 .釈利用す る 稀 に1し か利用しない . 全 く利用 しない 一

e)稀にしか､あるいは全 く利用 しない場合､その理由は

① 殆んど､叉は全 く利用の必要がない｡

㊥ 利用したいが､その方法がわからない｡
＼

⑧ 勤務の熊係その他で利用で きない｡

④ その他 (具体的に)

f)若手研究者の間でのこれ らの制度の知 られ方は ､古手研究者の間での知られ方 と比べて

① 相当わるいと思 う｡

② ややあ るい と思 う｡

③ ちがわない と思 う｡

④ わからない｡

g)境界領域 の研究者によるこれらの制度の知られ方は､既成の簡域の研究者による利用のされ方に比

べて

･① 相当わるい｡

㊥ ややわるい｡

㊥ ちがわない｡

④ わからない｡

4 基研の運営が如何に行なわれているか研存知ですか｡

㊥ 相当詳 しく知 っている｡

㊥ 大体知っている｡

⑨ 殆んど知 らない｡

④ 全然知らない ｡

5 基研は､共同利用研 としてあるべ き姿 孝保 っていると思いますか｡

① 理想的

㊥ 大体 よい｡＼

-5-.
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③ 不満な点が多 くある｡

④ 全然本来の姿を保 っていない｡

⑤ その他

(@～①はいずれも具体的に改革すべき点などをお書き下さい｡)

鄭 基研研究部員 (物性隣保)の選 出方法について

1 基研の研究部員の役割について

① 良 く知っている｡

④ 大体知っている｡

③ 殆んど知らないO

④ 全然知らない｡

2 基研研発部員の遅出方法についてこれまで

① 良 く知っていた｡

② 大体知っていた｡

㊥ 全然知 らなか った ｡

5 前文で説明されたような責出方法を

① 改める必要はない｡

② 改めて直接選挙した方が よい｡

③ 改める必要はあるが間接遊歩がよい｡

④ 蓮挙方法等を云々するのは ナンセンスである.O･

⑥ その他

4 改める必要がある場合 (例えは)

① 部員中に若手研究者が必ず 1人入るような選挙方法にす る｡

③ 部員中に境界領域の研究者が必ず 1人入 るような選挙方法にす る｡

③ 部員中に地方大学 〝 〝 〝

④ その他 (具体案があれは書いて下さい｡)

(甘､並の質問事項は､北大東淳一氏の試案を参考に作成しましたD

解答欄中､意見を書 くところで スペースがた りない場合には､別の紙にお書き下さい｡)



4 t二､

解 答 用 紙 ､ .

氏 名 ( )差 しつかえない場合は和記入下 さい｡

･所属大学 ( ) 学 部 ( )

身 分 1. 教 授 ま 助教授 3.講 師 4 助 手 5. 大学院生 6 その他 ( )

ー '■該 当事項に.ウル印を L.て下 さいo空欄に.は意見を書いて下 さい じ

ii -~1■23 1,2 / l

､ 4 1∴2,3.4.(. I..)

5

6i 1;i

丑. 1 ,1,~2L

2 1,.2 ー

由に-マルを した廃 合

a.'b,C'.d'-e( )
3 - cT 1,2,3:4,5

b 1,2,3._4..

C. 1,2ト3.4-

a 利 用 は- し ば しば 時 ∴折 ..r稀にしかない 全 _く な い

e_ 1,2,_J3.4(._ )

f i,2,.3.4

g 1,2,3.4-

4 1,2,3.4

'5 1,2,-.3.4,5-

.6 ＼

-班 1 1..~2,3.4



基 礎 物 理 学 の 進 展

本番は､全国初の共同利用研究所 として 1953年に発.足 した基礎物理学研究所の創設 15

周年 を機に行なわれたシンポジウムの記藤である｡一物慧学におけるフロンテ ィアを開拓 した

多彩な研究の内容が紹介されていると共に､基礎物理学の将来の展望につhて報告､討論さ

れた内容が収録されている｡素粒子論 よb生物物理学にわたる広い研究分野の前線を知る上

にも､またわが国におけるこれ らの分野 の研究の発展の歴史 を知る上にも役立つ と思われるO

冒頭には､湯川所長の記念講演 〃基礎物理学 とは Mが収銀されてお れ 又これ と内容的に関

連がある研究所 の今後 の役割をめぐる討論には､若手世代 をふ くむ多数の研究者の卒直な意

見が表明されておD､科学研究のあb方について広 く関心をよびお こすであろ う｡

(Ⅰ観念講演
目 次 桐 天体 ･宇宙

基礎物理学 とは

(II廃粒子論 王,Ⅱ篭J弄粒子の統一理論をめぐって

素粒子模型の進展

】ぎ S行列 と対称性

筆,} コメン ト;Urbaryonをめぐって

極 力

核力研究の発展 と基研

複数花一中間子交換 と

One-Bosom-Excha喝eモー ドについて

近距離における核力

灯魔 高エネルギー

超高エネノレギー研 究 と基礎物理学

多重発生の模型

空気Vヤワーの問題点

宇宙線によるJLと LJの研究

(Ⅴ豚構造論

核子聞相互作用と核構造 Ⅰ

核子聞相互作周と核構造Ⅱ

-励起モー ドをめぐって一

弱い相互作用と核構造 森 田正人

湯川秀樹

片山泰久

小川修三

宮沢弘成

大 局義郎

町田 茂

古市 進

玉垣艮三

藤本陽-

藤本陽一

上田 顕

三宅三郎

高木修二

丸森寿夫

山田勝美

自然の進化 と学問の進化

星の進化

太陽系の起源

天体内容特に流動性核の問題

岬 物性理論 ･統計力学

基研 15年と物性基礎論

愚体理論の歩み

二次相転移に伴 う臨界現象

映画 ｢ComputerSimulationof
OrderrDisorderPherx)mena｣

早川幸夫

林忠四郎

小野 周

川井直人

松原武生

芳 田 重

森 華

荻 田直史

上田鞘 ,松原武生 ,松田博嗣 J 米沢富美子

岬 生物物理

理論生物物理学の発展 と基研の役割 小谷正雄

生物学における物理学者の役割

先物物理学の海凍傷

脚 の役割 ｡今後のあり方
問題鍵起

福留秀雄

寺本 英

勝川秀樹

磯 井億丸 ,板橋滞a ･r安野愈J一井上政義/■

小林昭三

討 論

〔附録〕

基礎物軍学研究所 35周年記念式典記録

藤田純- ,藤井昭彦 ,大坪久夫

販 価 ¥900 (私費弘の方は料金を添えてご注文ください｡送金は瀕替又は現金書留で願います)

9月 】0日発 行

606票憲実妻京露語㍊芸欝理論物理学刊行会意墓Loi5)芸蒜-;'7]71節線5m )
取引銀行 第--銀行百万遍支店 ′当座預金

初 --=･------ 敬 ---‥-----線

注 文 善

年 月 日

基礎物理学の進展

氏 名

所･民 機 関 名

送 本 先

送 金 額 金 円
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